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本
年
度
の
主
要
事
業

３
月
定
例
議
会　

施
政
方
針
か
ら

◆
危
機
管
理
関
係

　

国
で
は
避
難
勧
告
等
の
情
報
提
供

の
あ
り
方
を
見
直
し
、12
月
に
は「
避

難
準
備
情
報
」を「
避
難
準
備
・
高
齢

者
等
避
難
開
始
」に
、「
避
難
指
示
」

を「
避
難
指
示（
緊
急
）」に
名
称
変
更

し
、
躊
躇
の
な
い
避
難
行
動
に
結
び

つ
け
ま
す
。

　

本
町
は
、
平
成
25
年
８
・
24
豪

雨
災
害
を
契
機
に
新
設
し
た「
避
難

予
報
」を
活
用
し
、
さ
ら
に
町
民
の

命
を
守
る
行
動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

　

災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
へ

の
対
応
は
、
自
治
会
・
自
主
防
災
組

織
等
、
地
域
の
共
助
の
力
が
重
要
で

あ
り
、
こ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
に

地
域
で
独
自
の「
名
簿
づ
く
り
」を
し

て
要
支
援
者
へ
の
支
援
を
行
う
よ

う
、
防
災
訓
練
や
地
域
の
会
合
等
の

場
に
職
員
が
出
向
い
て
取
組
み
を
働

き
か
け
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
活
動
は
、
島
根
県
消
防

大
会
、
消
防
操
法
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ

７
月
29
日
、
30
日
に
大
田
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
消
防
操
法
大
会
に
は
第

１
阿
須
那
分
団
が
ポ
ン
プ
車
の
部
に

出
場
予
定
で
す
。

◆
邑
南
町
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
条
例
の
制
定

　

こ
れ
ま
で
邑
南
町
の
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
は
、
地
域
社
会
を
支
え

雇
用
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
で

町
民
の
暮
ら
し
の
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
状
で
は
、

そ
の
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
ま
し
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
振
興
に
つ
い
て
基
本
理
念
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
町
全
体
が
一

丸
と
な
っ
て
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
を
支
え
、
更
な
る
町
の
発
展
を
目

指
し
て
い
く
た
め
、
条
例
を
制
定
し

ま
す
。

◆
「
邑
南
町
し
ご
と
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
の
開
設

　
「
邑
南
町
起
業
・
創
業
支
援
ビ
ジ
ョ

ン
」に
基
づ
き
、
町
内
事
業
者
の
経

営
発
展
、
事
業
承
継
支
援
、
起
業
・

創
業
支
援
を
重
点
的
に
行
う
た
め
開

設
し
ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
邑
南
町
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
基

本
的
施
策
の
１
つ
に
掲
げ
る
、
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
支
援
の
推
進
体

制
を
構
築
す
る
も
の
で
、
本
条
例
が

理
念
条
例
で
す
の
で
、
町
の
施
策
を

よ
り
具
現
化
す
る
こ
と
で
、
町
全
体

の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
の
設
置
場
所
は
、
田
所
公
民
館

内
の
一
角
に
設
置
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
事
業

推
進
の
要
と
な
る
セ
ン
タ
ー
長
を
採

用
し
、
事
業
者
の
強
み
を
活
か
し
た

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
町
内
事
業
者

を
元
気
に
し
て
い
き
ま
す
。

◆
日
本
一
の
子
育
て
村
推
進
事
業

と
木
育
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
よ
り「
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
事
業
」と
し
て
、
木
の
お
も

ち
ゃ（
積
み
木
）を
誕
生
祝
い
品
と
し

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
を
始
め
ま

す
。
こ
れ
は
昨
年
の
７
月
に
行
っ
た

「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
」
に
基
づ

く
も
の
で
、
邑
南
町
の
面
積
の
86
％

を
占
め
る「
森
林
」に
重
き
を
置
き
、

こ
れ
を
子
育
て
環
境
づ
く
り
に
活
か

し
、子
ど
も
を
は
じ
め
全
て
の
人
が
、

木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
、
楽

し
く
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う「
木
育
」と
し
て
推
進
し
て
い
く

も
の
で
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
中
に
は
、
矢
上
高

校
の
生
徒
が
デ
ザ
イ
ン
し
た「
オ
オ

ナ
ン
・
シ
ョ
ウ
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の
も
入
っ
て
お
り
、
邑
南
町
の
誕

生
祝
い
品
と
し
て
、
こ
だ
わ
っ
た
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
積
み
木
へ
の

加
工
は
石
見
養
護
学
校
の
生
徒
さ
ん

に
行
っ
て
も
ら
い
、
材
料
は
町
産
材

を
使
用
し
ま
す
。

◆
邑
南
町
顧
問
の
設
置

　

非
常
勤
特
別
職
と
し
て
邑
南
町
顧

問
を
設
置
し
ま
す
。
目
的
は
、
こ
れ

か
ら
予
定
し
て
い
る
学
校
な
ど
の
建

物
の
改
築
や
隅
屋
な
ど
文
化
財
建
造

物
の
維
持
活
用
の
検
討
や
木
材
の
利

活
用
等
地
域
振
興
に
、
専
門
的
か
つ

広
い
見
識
に
基
づ
く
貴
重
な
意
見
を

伺
う
た
め
で
す
。

　

お
願
い
す
る
の
は
、
広
島
市
在
住

の
金
堀
一
郎
氏
で
す
。
金
堀
氏
は
、

昭
和
48
年
に
一
級
建
築
士
免
許
を
取

得
、
そ
の
後
、
企
業
勤
務
を
経
て
、

昭
和
62
年
に
株
式
会
社
住
宅
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
を
設
立
、
現
在
は
所
長
で

す
。
そ
の
他
、
平
成
18
年
に
広
島
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
で
博
士
学
位

を
取
得
、ま
た
安
田
女
子
短
期
大
学
、

広
島
工
業
大
学
、
広
島
大
学
の
非
常

勤
講
師
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
29
年
度

か
ら
は
広
島
大
学
の
客
員
教
授
と
な

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
９
年
に
は
旧
石
見
町

の
南
部
開
発
委
員
会
副
会
長
を
務
め

ら
れ
て
お
り
、
邑
南
町
に
も
関
わ
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

◆
機
構
改
革

　

危
機
管
理
に
対
す
る
体
制
や
対
策

が
安
定
し
て
き
た
の
で
危
機
管
理
課

を
総
務
課
の
内
室
と
し
危
機
管
理
室

と
し
ま
す
。
反
対
に
庁
内
で
の
行
政

需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
財
産
管
理
に

関
す
る
部
門
、
入
札
・
契
約
に
関
す

る
部
門
、
債
権
管
理
部
門
、
地
籍
調

査
部
門
を
統
合
し
た
管
財
課
を
新
設

し
ま
す
。
農
林
振
興
課
に
は
、
農
商

工
等
の
連
携
に
関
す
る
部
門
、
農
の

学
校
・
食
の
学
校
に
関
す
る
部
門
、

６
次
産
業
化
に
関
す
る
部
門
、
合
わ

せ
て
東
京
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
を
所
管
す

る
食
と
農
産
業
戦
略
室
を
農
林
振
興

課
の
内
室
と
し
て
新
設
し
、
商
工
観

光
課
の
事
務
に
は
、
し
ご
と
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
が
加
わ
り
ま
す
。
定
住
促

進
課
に
は
、
羽
須
美
地
域
の
振
興
を

支
援
す
る
た
め
の
外
室
と
し
て
羽
須

美
振
興
推
進
室
を
羽
須
美
支
所
に
新

設
し
ま
す
。
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◆
矢
上
高
校
の
魅
力
化

　

平
成
24
年
度
か
ら
島
根
県
の「
離

島
中
山
間
地
域
の
高
校
魅
力
化
・
活

性
化
事
業
」に
取
り
組
み
、
近
年
は

志
願
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
少

し
ず
つ
で
す
が
着
実
に
成
果
が
出
て

き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

今
後
の
矢
上
高
校
の
魅
力
化
を
図

る
た
め
、
学
校
の
情
報
発
信
を
よ
り

強
い
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域

と
の
連
携
を
強
化
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
遠
方
か
ら
来
て
い
る
生
徒
達

に
邑
南
町
を
第
２
の
故
郷
と
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
地
域
住
民
と
の

交
流
の
他
、邑
南
町
の
文
化
を
学
び
、

体
験
し
て
も
ら
え
る
機
会
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

◆
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
子
ど
も
子
育
て
支
援
拠
点

の
設
置

　

児
童
福
祉
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

４
月
１
日
か
ら
、
次
の
２
つ
の
も
の

を
設
置
す
る
こ
と
が
市
町
村
の
努
力

義
務
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
う
母

子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
、
二
つ
目
は
児
童
等
に
対
す
る
必

要
な
支
援
を
行
う
た
め
の
拠
点
の
設

置
で
す
。

　

邑
南
町
は
、
邑
南
町
版
ネ
ウ
ボ
ラ

と
し
て
、
二
つ
の
機
能
を
兼
ね
備
え

た
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

子
ど
も
子
育
て
支
援
拠
点
を「
子
ど

も
ま
る
ご
と
相
談
室
」と
し
て
福
祉

課
内
に
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
課
に
サ
テ
ラ
イ
ト
セ

ン
タ
ー
、
羽
須
美
支
所
に
相
談
窓
口

を
設
置
し
、
既
存
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
も
連
携
を
図
り
ま
す
。

◆
保
健
事
業

　

健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
に
、
各
種
健
康
づ
く
り
教

室
や
予
防
接
種
に
よ
る
病
気
の
予

防
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
を
継
続

実
施
し
て
病
気
を
早
期
発
見
し
早
期

治
療
に
結
び
つ
け
る
こ
と
、
糖
尿
病

を
は
じ
め
と
し
た
生
活
習
慣
病
の

重
症
化
予
防
に
努
め
、

町
民
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

◆
新
可
燃
ご
み
共
同

処
理
施
設
整
備
計
画

　

新
可
燃
ご
み
共
同

処
理
施
設
工
事
及
び

敷
地
造
成
工
事
の
調

査
・
設
計
等
に
着
手

す
る
と
と
も
に
、
邑

智
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
整
備

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
邑
智
郡
総
合
事
務

組
合
と
大
田
市
で
共
同
処
理
を
行
う

方
針
が
決
定
し
、
平
成
27
年
度
に
は

大
田
市
と
一
般
廃
棄
物
の
可
燃
ご
み

の
処
理
に
関
す
る
基
本
合
意
書
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は
専

門
委
員
に
よ
る「
次
期
可
燃
ご
み
処

理
施
設
整
備
検
討
委
員
会
」が
設
置

さ
れ
、
施
設
整
備
工
程
、
運
営
方
法

な
ど
、
新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
整
備

に
関
す
る
基
本
方
針
が
検
討
さ
れ
ま

し
た
。
新
可
燃
ご
み
共
同
処
理
施
設

は
、
平
成
29
年
度
か
ら
着
手
し
、
平

成
33
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

◆
農
林
業
の
振
興

　

本
町
の
農
林
業
の
特
徴
や
強
み
を

さ
ら
に
の
ば
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
消

費
者
と
し
っ
か
り
と
結
び
つ
い
た
販

売
の
形
を
作
り
上
げ
、
生
産
農
家
へ

の
還
元
を
少
し
で
も
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
為
の

課
内
に
お
け
る
人
員
の
強
化
も
し
ま

す
。

　

水
稲
の
生
産
調
整
は
、
今
年
が
国

か
ら
生
産
数
量
の
配
分
が
行
わ
れ
る

最
後
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
産

米
か
ら
の
生
産
数
量
目
標
を
県
の
段

階
で
策
定
す
る
の
か
、
市
町
の
段
階

で
策
定
す
る
の
か
と
い
っ
た
制
度
の

検
討
が
現
在
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
ど
ち
ら
の
方
法
に
よ
る
場

合
で
も
、
主
食
と
し
て
の
米
の
安
定

生
産
と
安
定
供
給
、
そ
し
て
価
格
の

安
定
を
生
産
者
任
せ
に
せ
ず
、
行
政

が
責
任
を
持
っ
て
行
う
べ
き
と
い
う

基
本
の
考
え
方
を
邑
南
町
は
示
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
建
設
関
係
事
業

　

国
県
道
整
備
事
業
は
、
浜
田
作
木

線
の
高
見
工
区
は
今
年
度
に
引
き
続

き
、
高
原
交
差
点
付
近
の
家
屋
移
転

が
進
め
ら
れ
ま
す
。
吉
原
工
区
は
継

続
実
施
す
る
予
定
で
す
。
仁
摩
邑
南

線
荻
原
工
区
は
用
地
買
収
に
着
手

し
、
田
所
国
府
線
の
市
木
工
区
、
甲

田
作
木
線
の
日
南
川
工
区
は
工
事
を

継
続
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

町
道
の
災
害
防
除
事
業
は
、
今
年

度
か
ら
新
た
に
道
路
防
災
点
検
を
実

施
し
対
策
の
必
要
性
を
判
断
す
る
と

と
も
に
、
対
策
が
必
要
な
箇
所
と
継

続
し
て
監
視
し
て
い
く
箇
所
の
防
災

カ
ル
テ
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。
町

道
西
之
原
山
根
線
の
災
害
防
除
事
業

を
継
続
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

町
道
改
良
事
業
は
、
継
続
事
業
10

路
線
の
早
期
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　

国
の
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計

画
に
基
づ
く
道
路
橋
点
検
及
び
橋
梁

修
繕
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

河
川
砂
防
事
業
は
、
出
羽
川
の
三
日

市
工
区
は
護
岸
工
事
を
継
続
実
施
す

る
予
定
で
す
。
伏
谷
工
区
は
５
月
頃

に
は
完
了
す
る
予
定
で
す
。
吉
時
工

区
が
新
規
に
事
業
化
さ
れ
、
用
地
調

査
に
着
手
し
ま
す
。

　

農
業
農
村
整
備
事
業
は
、
県
営
中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
よ
り
圃

場
整
備
等
の
農
地
農
業
用
施
設
整
備

を
継
続
実
施
す
る
予
定
で
す
。
農
道

整
備
は
邑
南
広
域
農
道
の
修
繕
事
業

及
び
県
営
農
道
和
田
線
改
良
事
業
を

継
続
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

県
営
林
道
整
備
事
業
は
、
県
営
林

道
開
設
事
業
の
三
坂
小
林
線
を
継
続

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

公
営
住
宅
の
整
備
は
、
住
宅
の
給

湯
設
備
整
備
な
ど
の
環
境
改
善
を
目

的
と
し
た
ス
ト
ッ
ク
改
善
事
業
を
口

羽
地
区
の
坂
谷
団
地
２
棟
８
戸
、
外

壁
改
修
事
業
を
出
羽
地
区
の
三
本
松

団
地
２
号
棟
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る

予
定
で
す
。
住
宅
建
築
は
、
田
所
地

区
の
中
組
団
地
に
新
た
に
１
棟
２
戸

の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
耐
震
化
促
進
は
、
昨
年
度

と
同
様
に
木
造
住
宅
の
耐
震
に
関
す

る
診
断
、
補
強
計
画
、
並
び
に
改
修

に
対
し
て
助
成
す
る
予
定
で
す
。
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◆
上
・
下
水
道
事
業

　

本
年
４
月
よ
り
町
内
９
か
所
の
簡

易
水
道
事
業
を
統
合
し
た
、
邑
南
町

水
道
事
業
の
ス
タ
ー
ト
と
共
に
、
新

た
な
水
道
料
金
を
適
用
し
た
公
営
企

業
会
計
に
よ
り
、
長
期
的
に
安
定
し

た
事
業
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
改
定
に
伴
い
、
大
口

径
加
入
者
の
負
担
増
に
対
す
る
軽
減

措
置
に
つ
い
て
は
、
別
途
要
項
等
に

よ
り
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

町
内
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策

や
、
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
基
づ

き
、
各
水
道
施
設
機
能
の
精
査
を
実

施
し
、
計
画
的
に
施
設
の
統
廃
合
を

実
施
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
で
〝
香
木
の
森
〞

周
辺
施
設
を
処
理
区
域
に
含
め
る
事

業
の
拡
張
を
計
画
し
て
お
り
、
平
成

31
年
度
か
ら
の
工
事
着
工
を
目
指

し
、
新
年
度
で
は
、
事
業
計
画
変
更

申
請
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
に

よ
り
、
11
基
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　

依
然
と
し
て
国
保
財
政
は
大
変
厳

し
い
状
況
で
す
が
、
被
保
険
者
負
担

を
極
力
抑
え
る
た
め
、
一
般
会
計
か

ら
の
財
政
支
援
や
基
金
の
取
り
崩
し

を
行
い
、
平
成
27
・
28
年
度
は
同
一

の
国
保
税
率
で
運
営
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
税
率
改
定
の
内
容
は
、
医

療
費
分
は
所
得
割
、
均
等
割
、
平
等

割
そ
れ
ぞ
れ
の
税
率
を
上
げ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
支

援
分
及
び
介
護
分
の
税
率
の
改
定
は

行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
保
険
事
業

　

平
成
29
年
度
は
改
定
せ
ず
、
平
成

28
年
度
と
同
じ
保
険
料
率
で
す
。

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
を
受
け
、

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
が
見
直
さ

れ
、
５
割
と
２
割
を
軽
減
す
る
基
準

の
緩
和
に
よ
り
軽
減
対
象
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

◆
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
推
進

　

昨
年
、
教
育
委
員
会
に
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿
招
致
推
進
室
を
設

置
し
、
実
行
委
員
会
を
開
催
し
な
が

ら
そ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
平
成
29
年
度
も
町
民
に
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
周
知
活
動

に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
関
わ
る
学
習
を
学
校
教

育
や
公
民
館
活
動
に
位
置
づ
け
推
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
障
が
い

へ
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
は
、

事
前
合
宿
を
招
致
す
る
大
き
な
目
的

の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
育
て
た
い
心

や
態
度
で
す
。
町
内
の
小
中
学
校
、

石
見
養
護
学
校
、
福
祉
施
設
等
と
の

連
携
に
よ
り
教
育
・
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
を
進
め
、
実
践
に
移
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
町
内
の
中
学
校
、
矢

上
高
校
生
、
石
見
養
護
学
校
か
ら
合

わ
せ
て
８
人
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
派

遣
し
、
交
渉
・
交
流
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。
異
な
る
文
化
に
触
れ
る
こ

と
を
通
し
て
日
本
や
邑
南
町
の
魅
力

を
発
見
す
る
な
ど
大
き
な
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
的
に
多
く

の
子
ど
も
た
ち
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に

派
遣
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
貸
与
制
度
を
整
備
し
た

上
で
参
加
者
か
ら
経
費
の
一
部
負
担

を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆
学
校
教
育
行
政

　

次
代
を
担
う
人
材
育
成
の
中
核

は
、児
童
生
徒
の
育
成
に
あ
り
ま
す
。

家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ

学
校
教
育
の
充
実
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
生
き
て
い
く
力
を
身
に

つ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
、
学

校
や
学
級
が
誰
に
と
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
、
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
場

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
じ
め

を
は
じ
め
子
ど
も
た
ち
の
困
り
感
に

気
付
き
対
応
で
き
る
教
職
員
の
人
権

感
覚
や
組
織
体
制
で
の
取
り
組
み
の

確
立
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が

学
級
で
起
こ
る
様
々
な
問
題
に
主
体

的
に
取
り
組
む
力
の
育
成
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
職
員
研
修
会
や

子
ど
も
た
ち
自
身
の
力
を
育
て
る

「
な
く
そ
う
い
じ
め
・
つ
な
が
ろ
う

仲
間
」の
集
い
を
継
続
し
て
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
な
ど
様
々
な
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
べ
る
よ
う
、
学
習
や
生
活
支
援
員

の
配
置
と
と
も
に
通
級
指
導
教
室
や

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
、
石
見
養
護
学

校
と
の
連
携
を
強
化
し
て
取
り
組
み

ま
す
。
特
に
通
級
教
室
の
教
員
の
専

門
性
を
高
め
る
た
め
に
県
の
支
援
も

受
け
、
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
過
ご
す
時

間
の
大
部
分
は
、
学
習
時
間
で
す
。

安
心
し
て
不
明
な
部
分
を
問
い
返
し

た
り
、
間
違
い
を
恐
れ
ず
自
分
の
考

え
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

学
級
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
学
び
合

い
学
習
専
任
講
師
制
度
を
継
続
し
、

学
び
合
い
学
習
の
一
層
の
充
実
を
図

り
、
子
ど
も
同
士
の
つ
な
が
り
を
つ

く
り
出
し
な
が
ら
質
の
高
い
学
び
の

力
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
特

に
国
語
科
、
算
数
・
数
学
科
の
学
習

を
中
心
に
す
べ
て
の
学
び
の
基
盤
と

な
る
読
解
力
や
論
理
的
思
考
力
の
育

成
を
図
る
た
め
に
小
学
１
年
生
か
ら

の
辞
書
引
き
学
習
を
こ
ど
も
・
こ
と

ば
研
究
所
の
支
援
を
受
け
継
続
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
で

の
学
び
の
場
で
あ
る「
花
ま
る
算
数

教
室
」、「
調
べ
る
学
習
相
談
」を
は
じ

め
様
々
な
活
動
を
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

す
。

◆
社
会
教
育
行
政

　
「
邑
南
づ
く
り
教
育
計
画
」で
公
民

館
活
動
な
ど
社
会
教
育
は
そ
の
様
々

な
取
り
組
み
を
と
お
し
、
地
域
づ
く

り
を
担
う
人
を
育
て
る
場
と
し
て
位
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置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
地
域
の
大
人
が
よ

り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
姿

が
、
子
ど
も
た
ち
の「
や
が
て
ふ
る

さ
と
へ
」の
志
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
も
公
民
館
エ
リ
ア
で
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す「
地

区
別
戦
略
」に
お
け
る
地
域
課
題
へ

の
取
り
組
み
は
、「
学
び
と
交
流
」と

い
う
公
民
館
の
役
割
を
果
た
し
、
そ

の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
中
軸
に
、
こ
れ
か
ら

の
邑
南
町
を
担
っ
て
く
れ
る
人
材
育

成
を
据
え
、
学
校
、
家
庭
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
総
が
か
り
の
取
り
組
み

に
し
て
い
く
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た

地
域
学
校
、
地
域
課
題
解
決
へ
の
提

案
活
動
と
し
て
の
ふ
る
さ
と
学
習
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
中
・

高
合
同
の
キ
ャ
リ
ア
学
習
等
を
一
貫

的
に
進
め
て
い
く
よ
う
県
の
支
援
も

視
野
に
入
れ
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
中
・
高
生
や
若
者
の
公
民

館
活
動
へ
の
参
加
・
参
画
が
課
題
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
人
材
育

成
に
関
わ
っ
た
な
か
で
、
地
域
課
題

に
つ
い
て
の
学
習
を
公
民
館
と
共
同

で
取
り
組
む
な
ど
に
よ
り
、
公
民
館

と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

◆
食
育
の
推
進

　

国
の
第
３
次
食
育
推
進
計
画
の
見

直
し
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
に

食
品
ロ
ス
へ
の
取
り
組
み
と
食
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
育
成
の
２
点
な
ど

を
加
え
た
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
邑

南
町
は
、
Ａ
級
グ
ル
メ
立
町
を
掲

げ
、
そ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
生
産
者
と
消
費
者
が
互
い
に
顔

が
見
え
る
環
境
に
あ
る
邑
南
町
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
大
切
に
育
て
ら
れ
た

野
菜
な
ど
の
食
材
や
調
理
品
を
使
い

切
り
、
食
べ
残
さ
な
い
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
食
材
を
活
か
し
た
食
文
化
を
伝

え
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
も

急
務
で
す
。こ
れ
ら
の
２
点
を
加
え
、

食
育
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
読
書
活
動
の
推
進

　

子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
は
、
町

内
百
数
十
名
の
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
に
よ
り
、
幼
い
頃
か
ら
本
に

親
し
む
習
慣
が
身
に
つ
き
、
学
校
で

の
取
り
組
み
と
も
つ
な
が
り
図
書
貸

し
出
し
数
が
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

図
書
館
は
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

子
ど
も
読
書
へ
の
取
り
組
み
が
継
続

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
町

民
へ
の
読
書
支
援
を
担
う
組
織
づ
く

り
に
向
け
た
研
修
会
や
交
流
会
を
開

催
し
て
い
き
ま
す
。

◆
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進

　

平
成
28
年
12
月
に
部
落
差
別
の
解

消
を
推
進
し
、
も
っ
て
部
落
差
別
の

な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
邑
南
町
も
町
民
一
人
一
人
の
理

解
を
深
め
る
よ
う
、
公
民
館
等
で
の

研
修
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
施
行
し
た「
障
害
者

差
別
解
消
法
」の
啓
発
と
と
も
に
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿
招
致
に
向

け
、
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
な
が
ら
障

が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
深
め
る

学
習
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
文
科
省

よ
り
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

「
性
的
少
数
者
の
人
権
」に
つ
い
て
教

職
員
研
修
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

地
域
の
健
康
志
向
が
高
ま
る
と
と

も
に
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
ク

ラ
ブ
の
取
り
組
み
も
あ
り
、
ノ
ル

デ
ィ
ク
ウ
ォ
ー
ク
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
健
康
づ

く
り
の
場
と
し
て
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ゴ
ー
ル
ボ
ー

ル
な
ど
に
関
す
る
出
前
講
座
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
だ
れ
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に

参
加
で
き
る
場
づ
く
り
に
一
層
努
め

ま
す
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
を
招
い
て
の

講
習
会
や
交
流
会
、
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル

の
普
及
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
協

力
を
得
な
が
ら
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

◆
文
化
財
行
政
の
推
進

　

久
喜
・
大
林
銀
山
遺
跡
の
調
査
事

業
は
、
県
内
外
の
専
門
家
に
よ
る
調

査
指
導
委
員
会
の
指
導
・
助
言
に
基

づ
き
進
め
て
お
り
、「
久
喜
製
錬
所

跡
」の
国
史
跡
指
定
を
め
ざ
し
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

町
指
定
有
形
文
化
財
建
造
物「
旧

山
﨑
家
住
宅
」の
茅
葺
き
屋
根
葺
き

替
え
改
修
は
、
建
物
の
構
造
補
強
か

ら
実
施
し
、
平
成
30
年
度
の
完
成
を

め
ざ
し
ま
す
。

　

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
保
護
、

調
査
活
動
は
、
昨
年
、
本
町
に
お
い

て
全
国
大
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
引
き
続
き
ハ
ン
ザ
ケ
自
然
館
を

拠
点
に
地
域
学
校
な
ど
の
子
ど
も
た

ち
の
活
動
を
支
援
し
、
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
含
め
自
然
へ
の
認
識

が
深
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。
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会　　計 平成29年度 平成28年度 比較増減 増減率

一般会計 110億4,300万円 114億3,300万円 △3億9,000万円 △3.4% 

特別会計 33億8,300万円 39億6,200万円 △5億7,900万円 △14.6% 

 国民健康保険 16億6,100万円 15億9,900万円 6,200万円 3.9% 

 直営診療所 5,900万円 5,700万円 200万円 3.5% 

 後期高齢者医療 3億7,400万円 3億6,900万円 500万円 1.4% 

 簡易水道 － 6億4,900万円 △6億4,900万円 皆減

 下水道 8億4,600万円 8億4,400万円 200万円 0.2% 

 電気通信 4億4,300万円 4億4,400万円 △100万円 △0.2% 

総　合　計 144億2,600万円 153億9,500万円 △9億6,900万円 △6.3%

平
成
29
年
度
　
邑
南
町 

当
初
予
算
の
概
要

総額 144億2,600万円
一般会計は、昨年度に比べ 3億 9,000 万円減額

平成 29年度当初予算と平成 28年度当初予算の比較

主な事業（普通建設事業を除く新規・拡充分）

主な普通建設事業費

● まち・ひと・しごと創生総合戦略事業費
　　 ( うち、地区別戦略実現事業費
● 羽須美地域振興プロジェクト事業費
● 町議会議員選挙費
● 邑南町農林総合事業費
● 新規就農者支援事業
● しごとづくりセンター事業費
● パラリンピック招致活動費

◆ 庁舎 IP 電話システム整備事業費
◆ 矢上駅改修整備事業費
◆ ごみ処理施設整備事業費
◆ 道路新設改良費
　 （桜井鳴滝線、西之原山根線災害防除、高見宇都井線、和田線　他）
◆ 公営住宅建設費（順庵原住宅）
◆ 賃貸住宅建設補助事業
◆ 消防積載車整備費
◆ 石見東小学校校舎改修事業費
◆ 出羽公民館エアコン改修事業費
◆ 旧山崎家住宅改修事業費

※平成 29年度から簡易水道事業が水道事業に移行となったので簡易水道欄は皆減となっています。
※千円以下を四捨五入しているため、実際の額と差異が生じています。

8,670 万円
6,654 万円）
136万円
1,536 万円
2,185 万円
2,430 万円
2,285 万円
1,013 万円

3,500 万円
1,920 万円
3,649 万円

1億 6,843 万円

5,613 万円
3,899 万円
2,720 万円
7,830 万円
2,222 万円
2,731 万円
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一般会計　歳入予算（性質別）一般会計　歳出予算 (性質別）

選
択
と
集
中
に
よ
る

重
点
施
策
の
財
源
確
保
と
着
実
な
執
行

　

邑
南
町
の
平
成
29
年
度
当
初
予

算
が
３
月
に
行
わ
れ
た
議
会
定
例

会
で
可
決
さ
れ
、成
立
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
額
は
、
昨
年

度
比
３
億
９
，０
０
０
万
円（
３
．

４
％
）減
額
の
１
１
０
億
４
，

３
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

邑
南
町
で
は
、
大
幅
な
税
収
の

増
額
が
期
待
で
き
な
い
う
え
に
、

歳
入
の
半
分
以
上
を
占
め
る
普
通

交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
に
伴
う

縮
減
措
置（
※
注
）や
人
口
減
少
な

ど
も
あ
り
、
一
般
財
源
の
確
保
が

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、

平
成
29
年
度
予
算
編
成
の
テ
ー
マ

を「
目
指
せ
！
町
民
が
主
役
の
地

方
創
生
」と
し
、「
Ｊ
Ｒ
三
江
線
廃

止
後
の
生
活
交
通
確
保
と
地
域
の

活
性
化
」、「
邑
南
町
総
合
戦
略
の

実
現
に
向
け
て
」、「
日
本
一
の
子

育
て
村
構
想
の
更
な
る
推
進（
転

入
増
を
主
た
る
も
の
に
）」、「
健
康

づ
く
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推

進
」、「
共
生
社
会
の
実
現
」、「
文
化

財
の
保
全
と
活
用
促
進
」、「
安
心
・

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」の
７
つ
を

重
点
項
目
に
掲
げ
ま
し
た
。ま
た
、

限
ら
れ
た
資
金
で
効
果
の
高
い
事

業
を
行
う
た
め
に
、
①
主
に
行
政

の
内
部
経
費
を
平
成
27
年
度
決
算

に
比
べ
97
．０
％
以
下
と
な
る
よ

う
に
、
②
町
単
独
の
補
助
金
を
ゼ

ロ
か
ら
見
直
し
必
要
最
低
限
の
額

と
な
る
よ
う
に
、
の
２
点
を
予
算

の
基
本
事
項
と
し
て
編
成
し
ま
し

た
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
簡
易
水
道
事
業（
公
営
企

業
会
計（
法
非
適
用
））が
水
道
事

業
（
公
営
企
業
会
計
（
法
適
用
））

へ
移
行
し
た
影
響
で
、
５
事
業

全
体
で
５
億
７
，
９
０
０
万
円

（
14
．６
％
）減
額
の
３
３
億
８
，

３
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
注　

地
方
交
付
税
の

　
　
　
　
　
　

合
併
特
例
措
置
と
は

　
「
合
併
後
10
年
間
は
、
合
併
前
の
市
町

村
ご
と
に
算
定
し
た
普
通
交
付
税
の
総

額
を
配
分
す
る
」と
い
う
旧
合
併
特
例
法

の
規
定
に
基
づ
く
措
置（
合
併
算
定
替
）。

　

邑
南
町
の
場
合
は
、
旧
羽
須
美
村
、

旧
瑞
穂
町
、
旧
石
見
町
の
三
町
村
分
を

別
々
に
算
定
し
た
額
で
交
付
を
受
け
て

い
ま
す
が
、合
併
11
年
目（
平
成
27
年
度
）

か
ら
段
階
的
に
減
額
さ
れ
、
16
年
目（
平

成
32
年
度
）に
は
純
粋
に
一
つ
の
自
治
体

（
邑
南
町
）と
し
て
算
定（
一
本
算
定
）さ

れ
ま
す
。

　

邑
南
町
中
期
財
政
計
画
で
は
、
平
成

25
年
度
と
平
成
32
年
度
の
差
額
が
約

３
億
３
，
４
０
０
万
円
減
額
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。
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H22年度末
H29年度末
（見込）

H26年度末
H25年度末

H24年度末
H23年度末

4,646

4,145

3,477

4,882

4,951

4,331

単位：百万円

4,391

H28年度末
（見込）

14,446

11,20411,709

14,44414,761

12,841

15,262

13,350

15,721

13,759

13,226

6,663

H22年度末
H29年度末
（見込）

H26年度末
H25年度末

H24年度末
H23年度末

単位：百万円

H28年度末
（見込）

14,711

12,310

H27年度末

13,774

10,600

H27 年度末

4,938

特別会計
一般会計

基金（積立・定額運用）残高の状況

町債（借入金）現在高の状況

水道事業会計
　邑南町簡易水道事業は、平成 29年４月１
日に公営企業法の全部を適用する「公営企業
会計」へ移行し、邑南町水道事業会計となり
ました。
　官公庁方式から移行することで、経営状況、
財政状況を明確にし、経営の効率化を図るこ
とを目的としています。
　このことにより平成 29年度は減価償却費
等これまで予算に計上していなかった勘定科
目が加わった予算になっています。
　詳しくは、町のホームページや各公民館に
配布している邑南町水道事業会計予算をご覧
ください。

収　入 支　出

収益的収支 ４億 1,967 万円 ４億 8,721 万円

資本的収支 ２億　960万円 ３億 7,013 万円

　平成 29年度から簡
易水道事業が水道事業
に移行になったことに
伴い、基金残高、町債
現在高共に減額に転じ
ています。

5,000
（50億円）

上田所浄水場

4,000
（40億円）

3,000
（30億円）

30,000
（300億円）

20,000
（200億円）

10,000
（100億円）
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教
育
長　

土
居
達
也

副
町
長　

日
高
輝
和

町
長　

石
橋
良
治

課名、室名 課長等 係　名
（　）は補佐等兼務 課長補佐等 係長等 課　員 事務分掌

議
会
議会事務局
195-1113
(IP3021)

大賀　定 （総務、議事調査係）
（監査係） 日高　泉

議会定例会・臨時会運営／各
委員会運営

邑
南
町
役
場

会計課
195-1112
(IP3005)

渡邊庸子
（会計管理者）出納係 上田康典 松浦香織 出納／決算／指定金融機関／

物品

総務課
195-1111
(IP3000) 服部導士

総務係 新屋聡士 三上孝志 文書／条例／表彰／交通安全
／防犯／人事／給与／情報公
開／個人情報保護／社会保険
／職員任免／庁議／栄典／行
財政改革／広報広聴／無線放
送／寄附行為／不当要求／訴
訟／危機管理／防災／国民保
護／消防／地域防災計画／水
防計画／感染病大流行対策／
原子力安全対策／災害時相互
応援協定

行政係 田村由理 阿川晴香

（人事、行革推進係） 高瀬満晃 上田　賢

危機管理室
☎ 95-0810
（IP3003）

（危機管理係） 大田真司 橋本憲明

情報推進室
183-1125
(IP5555)

情報推進係 植田啓司 新井紀弘 椿　貴史 高度情報化推進／ケーブルテ
レビ

管財課
195-1111
(IP3000)

朝田誠司

小畑芳秋

公有財産管理／入札／地籍調
査

管財係 森脇充洋
地籍第 1係 森田健司 山田英毅
地籍第 2係 松本義文 藤井祥平
地籍第 3係 池永義将

企画財政課
195-1119
(IP3004)

柳川修司
藤田睦弘

予算／地方債／決算統計／財
政計画／総合計画／統計財政係 岸　慎也 岡本章夫　　奈須圭嗣

（企画係） 湯浅美保

定住促進課
195-1117
(IP3019)

三上直樹

（交流促進、高校振興
係） 和田恵子

湯浅康平　　藤彌葵実
横洲　竜
小林圭介（矢上高校魅力化コー
ディネーター）

定住対策／広域行政／地域振
興／交通確保対策／研修制度
／土地開発公社／開発公社／
自治会等／矢上高等学校振興
／ＮＰＯ法人／出身者会／日
本一の子育て村構想推進／羽
須美地域振興

まち・ひと・
しごと創生戦
略推進室

（まち・ひと・しごと
創生戦略推進係） 田村　哲 湯浅孝史

交通対策室 交通対策係 三上和彦 石川　稔
羽須美振興
推進室 （羽須美振興推進係） 井上義博 森田一平（プロジェクトマネー

ジャー）
商工観光課
195-2565
(IP3020)
しごとづくり
センター

種　文昭

（観光振興係） 原　拓矢 河井美穂 商工振興／観光振興／労働行
政／職業相談／特産品開発／
企業支援・誘致／都市交流／
しごとづくりセンター

商工労働係 一岡洋治 藤田憲司

口羽正彦

町民課
195-1114
(IP3006)

種　由美

永井智行 戸籍／住民登録／印鑑登録／
年金／選挙／パスポート発給
／消費者行政／人権／国民健
康保険／老人保健／診療所／
後期高齢者医療／斎場／墓地
／男女共同参画社会／環境衛
生・保全／公害／水質汚濁／
狂犬病

（国民健康保険係） 森田学治 天津兼房

（環境衛生係） 矢上博一 梶谷悠介

町民係 大屋典香 小形めぐみ 植田靖子　　足立知実

税務課
195-1193
(IP3013)

上田洋文

（徴税係、資産税係） 乙原一成
北野将志　　服部真実
櫻尾綾子　　伊東真輝

町民税（個人・法人）／固定
資産税／国保税／軽自動車税
／たばこ税／入湯税

（評価係） 服部幸朗

町民税、国保税係 渡邊泰治
柳幸二郎

邑南町行政機構
人員配置
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課名、室名 課長等 係　名
（　）は補佐等兼務 課長補佐等 係長等 課　員 事務分掌

邑
南
町
役
場

福祉課
195-1115
(IP3008)

沖　幹雄

地域福祉係 新屋寛之

地域福祉／障害者福祉／日
赤／介護保険／介護予防／
高齢者福祉／保健予防／保
健指導／法人支援／児童福
祉／生活保護／民生児童委
員

　福祉調整室 （福祉調整係） 藤田泰弘
　子どもまる
　ごと相談室

（子供まるごと相談
係） 岩井和也 森田恭平

（地域包括支援センター） （介護予防係） 井上涼子

地域包括係 山﨑浩昭 竹野勝治　　川取雅也

（介護保険係） 服部理惠

　福祉事務所 （生活福祉係） 小笠原誠治 河内洋子　　能美恭志

保健課
183-1123
(IP5002)

洲濵浩敏

（総務係、高齢者保健係）峡戸真理恵 上田裕介　　服部　玲
国保事業／高齢者保健事業
／予防接種／保健事務／保
健予防／保健指導／病院組
合／医療行政／介護予防
（元気館運営含む）

（保健企画係） 上田郁子

母子保健係 坂本晶子 安田裕子
沖野幾子 北野沙央里　　日高翔子

（成人保健係） 上田千香子 森田奈都美　森脇梓里
渡部由紀子　寺本由美子

（健康増進係） 土﨑しのぶ 植田貴文
水道課

195-1118
(IP3017)

川中栄二
小笠原昭

下水道／生活排水下水道係 田中利明 寺本雅也
（下水道総務係） 秋田敏子

上水道公営
企業

（上水道係） 森口英司 中村晃久 上水道／飲料水供給（上水道総務係） 沖野弘輝 竹内和美

植田弘和

白須　寿 農業振興／担い手育成／米
政策／新規就農者対策／耕
畜連携／環境農業／鳥獣被
害対策／農地法／農地の利
用調整／耕作放棄地対策／
畜産振興／地産地消推進／
林業振興／造林事業／保安
林／バイオマス利用／６次
産業化／農林商工等連携サ
ポートセンター

農林振興課
195-1116
(IP3011)

　（農業委員会）
（地域活性化センター）
（地産地消振興室）
（食と農産業戦略
室）

食と農産業戦略係 寺本英仁 洲濱隆志

（農地振興係） 金山　功
森上慶一
品川　正 (就農支援ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ )
古田五二嗣（農業専門員）
林田知樹

（農地係） 岩本伸司 惣田　智　林　享佑

林業振興係 三浦雄一郎 神座一人

建設課
195-1120
(IP3015)

土﨑由文

（住宅、建築係） 上田　修 宇津田俊哉

町道／除雪／河川／災害／
公営住宅／農道／林道／治
山／土地改良（徴収含む）

（森林土木係） 三浦康孝 髙橋駿人

土木係 小笠原清 砂田健史

農地係 和田　功

災害復旧係 瀧本伸二
教
育
委
員
会

学校教育課
183-1126
(IP5250)

日高　始

施設管理係 田村成生 森田政徳 洲濱裕也

教育委員会／規則／学校業
務／学校安全／施設管理／
学校給食／特別支援／ス
クールバス／語学普及／就
学援助／奨学金

（総務係） 種昇二 田澤憲司 新屋裕美

学事係 南原美穂子

市木小 友澤眞由美

瑞穂中 細川直美

瑞穂小 佐貫悦子

高原小 野上小百合

石見中 丸橋美代子

石見東小 寺本ルミ

矢上小 小林由香

日貫小 寺本美貴子

阿須那小 永井京子

口羽小 日高順子

羽須美中 宅見雅子
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課名、室名 課長等 係　名
（　）は補佐等兼務 課長補佐等 係長等 課　員 事務分掌

教
育
委
員
会

生涯学習課
183-1127
(IP5100)

東京パラリン
ピック合宿招
致推進室

大橋　覚

（東京パラリンピック合
宿招致推進係、社会教育
係、地域づくり推進係）

八田裕貴

公民館／社会教育／人権・同
和教育／社会体育／図書館／
ハンザケ自然館／文化振興／
文化財／地域づくり推進／夢
づくりプラン／出前講座／食
育の推進

（人権教育係） 三上　徹 服部千晴
（公民館係、社会体育係）小笠原美穂子 寺本典明 山本翔

（文化財係） 角矢永嗣 佐々木義彦　山本萌美
小西裕真

阿須那公 森光美佐子
口羽公 小笠原秀彦
布施公 日野貴志郎
高原公 佐藤匡裕
出羽公 三上智之
田所公 三宅文士
市木公 高橋　創
井原公 野田嘉彦
矢上公 森脇　祐
中野公 田中真由美 上田直明
日和公 片岡　翼
日貫公 橋本尚也

図書係 品川淳子
藤田円子

瑞
穂
支
所
窓口業務部
183-1121
(IP5000)

川信　学

（総務係・税務係） 三上英志
支所管理／町民税／固定資産
税／国保税／戸籍／住民登録
／国民年金／国民健康保険／
社会福祉／介護保険／高齢者
福祉

賀美　敦　　漆谷健太
（環境衛生係） 寺本章子
戸籍係 河野博美 甲山尚江 本多真由美
（福祉係） 佐々木淳子 古柳秀明

事業部
183-1124
(IP5001)

住宅係 藤原大祐 尾谷　亮
上水道／生活排水／町道／農
道／林道／農政／畜産／林政
／商工観光／公営住宅

建設係 安田和史
（上水道係） 佐田博之 有井貞之
（下水道係） 三宅正浩
産業係 小笠原淳 片桐政彦

羽
須
美
支
所

窓口業務部
187-0221
(IP6500) 服部　勲

河野　靖 支所管理／町民税／固定資産
税／国保税／戸籍／住民登録
／国民年金／国民健康保険／
介護保険／高齢者福祉

総務係、税務係 今手景祐
戸籍係、福祉係、環境
衛生係 天野由美子 三上瑞恵 原田千恵美　上口美帆

事業部
187-0222
(IP6501)

（上水道係・下水道係） 藤原　智　　日高幸男 上水道／生活排水／町道／農
道／林道／農政／畜産／林政
／商工観光／公営住宅（建設係、産業係） 天野尚也 高橋昌宏

診
療
所

阿須那診療所
188-0176
(IP6221)

藤本伸司

施設名 課長補佐等 係長等
職
員
派
遣

邑智福祉
振興会

くるみ邑美園
195-0327(IP3275)

伊東則子
大谷佳枝　　小原小夜子

石見
さくら会

いわみ西保育所
195-0267(IP3053)

月森明美　　瀧桐貞子
上田みどり　日野眞理子
川中　泉

東保育所
195-0928(IP3863) 松本文子 片桐博美

金堀一郎
邑南町顧問

阿須那公民館 加藤幸造 井原公民館 大田喜作
口羽公民館 福田誠治 矢上公民館 小笠原文夫
布施公民館 森田仁政 中野公民館 上田延雄
高原公民館 東　義正 日和公民館 南原愼人
出羽公民館 賀美玲治 日貫公民館 鹿野好明
田所公民館 吉川　正 邑南町立図書館 三上和丸
市木公民館 石橋友之 瑞穂ハンザケ自然館 平川　進

館長

◆このほかに、任期付短時間勤務職員・臨時職員等、定数に含ま
　ない職員も在籍しています。

藤井勇輝
一般財団法人地域活性化センター派遣

退職者（平成29年３月 31日付）
藤間　修 （企画財政課　課長）
原　修 （定住促進課　課長）
日高　誠 （保健課　課長）
林田知樹 （水道課　課長）
能美恭志 （生涯学習課　課長）
丸橋美代子（学校教育課　）
飛弾智徳 （会計課　課長）
山﨑史朗 （学校教育課　）
児玉幸子 （保健課　）
青木一美 （町民課　）

三宅　新
島根県後期高齢者医療広域連合派遣
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新規採用職員・顧問・プロジェクトリーダー紹介
平成 29年４月１日に新規採用された皆さんを紹介します。

よろしくお願いします !!

宇
う づ た

津田　俊
としや

哉
①邑南町（戸河内）
②建設課
③スノーボード、バスケッ
　トボール、スキー、サー
　フィン、スキューバダ
　イビング、旅行
④地域行事に進んで参加
　させていただきますの
　で、見かけられた際に
　はお声掛けください。

森
もりた

田　一
いっぺい

平

服
はっとり

部　真
まなみ

実
①邑南町（雪田）
②税務課
③読書、他に何か新しい
　ことをやってみたいで
　す。
④今、全国から注目を集
　めている邑南町の勢い
　をさらに盛り上げてい
　けるように邑南町の一
　員として一生懸命頑張
　ります！

金
かねほり

堀　一
いちろう

郎

山
やまもと

本　翔
しょう

①福岡県北九州市
②生涯学習課
③ゴルフ
④今までのスポーツの指
　導経験を生かし、町職
　員として、邑南町を全
　国区にできるように頑
　張ります。

洲
すはま

濱　裕
ゆうや

也
①広島県呉市
②学校教育課
③カラオケ、ドライブ
④邑南町がより笑顔あふ
　れた町になるようがん
　ばっていきます。よろ
　しくお願いします。

①出身地
②配属
③趣味
④町職員としての
　抱負など

質問事項

梶
かじたに

谷　悠
ゆうすけ

介
①邑南町（上亀谷）
②町民課
③釣り、バレーボール、　
　剣道
④根っからの邑南町民と
　して、地域を盛り上げ
　るお手伝いを全力で頑
　張りたいと思います。

渡
わたなべ

部　由
ゆ き こ

紀子
①邑南町（中野）
②保健課
③日本酒好きなので、酒蔵
　めぐりやおちょこや陶
　器をみるのが好きです。
④町民の方の気持ちによ
　り添えれるような、気軽
　に声をかけてもらえる
　ような職員になりたい
　と思っています。よろし
　くお願いいたします。

横
よこす

洲　竜
りゅう

①邑南町（中野）
②定住促進課
③アウトドア
④定住の仕事をしてまい
　りましたが、引き続き
　Ｕ・Ｉターンの方はも
　とより、町の皆様の気
　持ちになって行動でき
　るよう柔軟に努めて参
　ります。よろしくお願
　いいたします。

①広島市安佐南区
②邑南町顧問
③ツリーハウスづくり（金
　堀一郎　ツリーハウス
　で検索ください）
④建築（住宅）、環境（エ
　コロジー）、デザインが
　専門分野です。木のアー
　ツ＆クラフツまちづく
　にお役に立ちたいと　
　思っています。

①邑南町（雪田）
②定住促進課羽須美振興
　推進室
③読書
④羽須美地域を盛り上げ
　ていくために元気いっ
　ぱいがんばっていきま
　すので、よろしくお願
　いします。

◆プロジェクトリーダー ◆顧問
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平
成
28
年
度
の
情
報
公
開
制
度
・
個

人
情
報
保
護
制
度
に
よ
る
請
求
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
情
報
公
開
請
求
の
状
況
】

　

◎
請
求
件
数　

６
件

　

◎
請
求
内
容

　
　

道
路
改
良
工
事
設
計
資
料　

１
件

　
　

入
札
結
果
情
報
等　

３
件

　
　

事
業
費
支
出
状
況
調　

１
件

　
　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
決
定

　
　

取
消
請
求
事
件　

１
件

　

◎
処
理
状
況

　
　

開
示　

２
件

　
　

部
分
開
示　

２
件

　
　

非
開
示　

２
件

　

◎
処
理
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て

　
　

０
件

　

◎
情
報
公
開
審
査
会
の
実
施（
招
集
）

　
　

０
件

【
個
人
情
報
開
示
請
求
の
状
況
】

　

◎
請
求
件
数　
　

０
件

　

◎
請
求
内
容　
　

な
し

　

◎
処
理
状
況　
　

な
し

　

◎
処
理
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て

　
　

０
件

　

◎
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
実
施（
招
集
）

　
　

０
件

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課

　

1
９
５
‐
１
１
１
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
０

平
成
28
年
度

邑
南
町
情
報
公
開
・

個
人
情
報
開
示
請
求
状
況

経
営
や
起
業
の
悩
み
、

　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

　

邑
南
町
は
地
元
企
業
や
事
業
者
、
こ
れ

か
ら
起
業
・
創
業
を
目
指
す
方
を
支
援
す

る
た
め
の
「
邑
南
町
し
ご
と
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
を
平
成
29
年
10
月
に
田
所
公
民
館

内
に
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　

し
ご
と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
経
営
者

の
悩
み
を
聞
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
や
良

さ
を
見
つ
け
、
お
金
を
か
け
ず
に
売
り
上

げ
を
増
や
す
方
法
な
ど
を
提
案
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
何
度
で
も
相
談
で
き
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

邑
南
町
し
ご
と
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
開
設

　

４
月
５
日
、
邑
南
町
役
場
に
「
子
ど
も

ま
る
ご
と
相
談
室
」
が
開
設
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
ま
る
ご
と
相
談
室
は
妊
産
婦
さ

ん
が
妊
娠
中
か
ら
不
安
な
く
過
ご
せ
、
喜

び
に
あ
ふ
れ
た
出
産
を
迎
え
、
安
心
し
て

子
育
て
を
し
て
い
け
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
応
援
し
ま
す
。
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
に
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、

身
近
な
窓
口
と
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

子
ど
も
ま
る
ご
と
相
談
室　

役
場
本
庁
１
階

　

☎
９
５
‐
１
１
６
８
（
直
通
）

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８（
福
祉
課
）

子
ど
も
ま
る
ご
と
相
談
室

子
育
て
の
悩
み
、
こ
こ
で
解
決
！

地
域
活
性
化
を
担
い
ま
す

　

羽
須
美
地
域
の
人
口
減
少
対
策
や
産
業

振
興
に
取
り
組
む「
羽
須
美
振
興
推
進
室
」

が
邑
南
町
役
場
羽
須
美
支
所
内
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
羽
須
美
地
域
活
性
化

の
司
令
塔
と
し
て
任
務
に
当
た
り
ま
す
。

　

４
月
５
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
町
長
は
「
羽
須
美
地
域
の

課
題
で
あ
る
産
業
振
興
や
人
口
減
少
、
交

流
人
口
の
伸
び
悩
み
を
打
開
し
た
い
。」

と
話
し
、
羽
須
美
振
興
推
進
室
の
今
後
の

活
躍
へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

羽
須
美
振
興
推
進
室

　
　
　
　
　
立
ち
上
げ
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静かでクリーンな走行で邑南町の力に
　このほど、日産サティオ島根様より、日産自動
車㈱が実施する「EVをもっと身近に！」により
邑南町に電気自動車（ｅ－ＮＶ 200）１台が３
年間無償貸与されました。
　ｅ－ＮＶ 200は「走行音が静か」「排気ガスを
出さない」といった環境に配慮したエコカーです。

電 気自動車　町に無償貸与

保健課・公民館共催

平成 29年度 年間予定
開催日 地　区 備　考
４月 22日 口　羽
５月 28日 井　原 日曜日
６月 24日 矢　上
７月 22日 出　羽
８月 26日 阿須那
９月 23日 日　和 祝日
10月 28日 日　貫
11月 25日 高　原
12月 16日 市　木 第３土曜日
１月 27日 田　所
２月 24日 中　野
３月 24日 布　施

毎月第４土曜日は
ウォーキングの日

　ウォーキング相談窓口（元気館トレーニング室内）
　　☎８３－２２７０　IP 050-5207-5005

５月の当番医

※当番医は変更されることがあります。
最新情報は、おおなんケーブルテレビの
データ放送（ｄボタン）または邑南町ホー
ムページでご確認ください。

３ ( 水 ) 河野医院 天川クリニック

４ ( 木 ) 公立邑智病院 加藤病院

５ ( 金 ) 公立邑智病院 波多野診療所

７ ( 日 ) 前眼科医院 加藤病院

14 ( 日 ) 三上医院 加藤病院

21 ( 日 ) 星ヶ丘クリニック 加藤病院

28 ( 日 ) 上田医院 大隅医院

平成 28年度環境保全促進支援事業
　地域環境や地球環境の保全活動・教育活動の普及や
広報を目的に、「平成 28年度コミュニティ助成事業
（宝くじ助成事業）」を活用して市木地区で環境保全促
進支援事業を行いました。この事業の一環として市木
保育園の園児らが参加して「秋の収穫物体験」が行わ
れ、サツマイモの体験を通して自然環境に感謝する気
持ちを学びました。

環 境保全を考える
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空
き
家
改
修
事
業
補
助
金

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
町
に
登
録
さ
れ
た

空
き
家
を
購
入
・
賃
貸
し
て
住
み
は
じ
め

る
場
合
、
改
修
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

●
対
象
物
件　

邑
南
町
空
き
家
情
報
活
用

制
度
（
邑
南
町
空
き
家
バ
ン
ク
）
に
登
録

さ
れ
た
物
件

●
対
象
者

①
町
内
に
住
所
を
持
っ
た
こ
と
が
な
い
人
、

　

ま
た
は
町
内
に
住
所
を
移
し
て
３
年
以
内

　

の
人

②
住
民
票
を
町
外
に
移
し
て
５
年
以
上
の
人

③
20
歳
以
上
の
人

④
今
後
５
年
以
上
定
住
す
る
見
込
み
の
あ
る

　

人
⑤
「
邑
南
町
多
世
代
に
よ
る
安
心
子
育
て
住

　

ま
居
る
推
進
事
業
補
助
金
」を
受
け
て
い

　

な
い
人

※
③
〜
⑤
は
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

※
地
域
自
主
組
織
、
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

に
つ
い
て
も
補
助
の
対
象

※
50
万
円
以
上
の
工
事
が
対
象

●
補
助
金
額

　

工
事
費
の
１
／
２

　

(

上
限
１
０
０
万
円)

多
世
代
に
よ
る
安
心
子
育
て
住す
ま
居い
る
推
進
事
業
補
助
金

　

多
世
代
同
居
・
近
居
を
目
的
に
住
ま
い
の
新
築
・
改
築
を
行
う
人
に
対
し
て
、

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

①
同
集
落
に
新
築
・
増
改
築
・
修
繕
し
た
住

　

宅
を
生
活
の
拠
点
と
す
る
人

②
５
年
以
上
継
続
し
て
居
住
す
る
人

③
町
税
及
び
使
用
料
等
の
滞
納
が
な
い
人

※
①
〜
③
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

※
２
世
代
、
３
世
代
で
同
居
ま
た
は
近
居
を

　

始
め
て
１
年
以
内
も
補
助
の
対
象

※
た
だ
し
、
ア
パ
ー
ト
等
の
賃
貸
物
件
に
同

　

居
・
近
居
を
し
て
い
た
場
合
は
、
１
年
以

　

上
も
対
象

※
２
０
０
万
円
以
上
の
工
事
が
対
象

●
補
助
金
額

　

住
み
方
に
よ
っ
て
、
補
助
金
の
上
限
額

が
異
な
り
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク

　
　
　
活
用
促
進
事
業

　
（
家
財
道
具
等
片
付
け
・

　

清
掃
・
空
き
家
管
理
費

　

用
補
助
）

　

邑
南
町
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て

い
る
物
件
の
家
財
道
具
等
の
処
分
、
内
外

の
清
掃
、
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者

①
空
き
家（
一
戸
建
て
）の
登
録
者

②
２
年
以
上
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
意

　

思
の
あ
る
人

③
町
税
及
び
使
用
料
等
の
滞
納
が
な
い
人

※
①
〜
③
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

●
補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２

①
家
財
道
具
等
の
処
分

　

上
限
10
万
円（
１
回
の
み
）

②
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

上
限
10
万
円（
１
回
の
み
）

③
空
き
家
の
適
正
管
理

　

上
限
12
万
円（
年
間
）２
年
間
が
限
度

住
ま
い
に
関
す
る
助
成
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆

◆

ＮＥＷ
【
共
通
条
件
】

　

施
工
業
者
は
町
内
業
者
で
あ
る
こ
と
。

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

定
住
促
進
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
７

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
１
９

①３世代同居の場合
　工事費の 10％
　（上限１００万円）

②３世代近居の場合　工事費の 10％（上限 80万円）

③２世代同居・近居の場合　工事費の 10％（上限 50万円）

※
①
②
は
、
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
を
持

つ
世
帯
に
限
る
。
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防災情報
総務課危機管理室
1９５-０８１０ IP 050-5207-3003

消防団員を
募集しています！

　邑南町消防団では､ 会社員、自営業など様々
な職種の人が、「自分たちのまちは自分たちで
守る」という思いで、消防団員として活動して
います。年齢 18歳以上で町内に居住又は勤務
している人であれば入団できます。
　あなたも消防団員として活動してみません
か？

◆消防団の活動
　消火活動はもちろん、地震や風水害など大規模
災害時の救助・救出、警戒巡視、避難誘導、災害
防御に当たるとともに、平常時には訓練、住民へ
の啓発、広報活動、防火指導などを行っています。
◆主な待遇
　消防団員には、災害活動又は訓練に出動したと
きに出動手当などが支給されます。

女性消防団員も募集中 !!
　邑南町消防団では、現在９人の女性消防団員
が在籍しています。
　活動内容としては、火災予防啓発運動、出初
式での行進や式典参加などがあります。その他、
普段着ることのない制服や活動服を着用し地域
で活躍できるのも魅力の一つです。
　みなさんも女性消防団員として、地域で活躍
してみませんか？

消
防
団
協
力
事
業
所
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

現
在
、（
有
）福
井
建
設（
市
木
）

と（
有
）山
本
建
設（
日
貫
）の
２
社

が
消
防
団
協
力
事
業
所
に
認
定
さ

れ
、表
示
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
社
は
、
従
業
員
に
消
防

団
員
が
在
籍
し
、
消
防
団
活
動
に

対
し
積
極
的
な
協
力
を
し
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
、
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
消
防
団
協
力
事
業
所

　
　
　
　
　
表
示
制
度
と
は

　
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

度
」と
は
、
消
防
団
活
動
に
積
極

的
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所
に
対

し
て
、
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

証
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

事
業
所
の
信
頼
性
が
向
上
す
る
と

と
も
に
、
事
業
所
の
協
力
に
よ
り

地
域
の
消
防
防
災
力
の
一
層
の
充

実
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

　
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」と
し
て

認
め
ら
れ
た
事
業
所
は
、
取
得
し

た「
表
示
証
」を
社
屋
に
提
示
で

き
、
表
示
証
の
マ
ー
ク
を
自
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
公
表

す
る
こ
と
で
、
事
業
所
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

認
証
を
受
け
る
対
象
は
、
事
業

所
等
単
位
と
し
、
自
ら
に
よ
る
申

請
の
ほ
か
、
認
定
を
受
け
る
事
業

所
等
に
つ
い
て
消
防
団
長
等
が
推

薦
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
協
力
事
業
所
を
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
総

務
課
危
機
管
理
室
ま
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
消
防
団
に
興
味
を
持
た
れ
た
方

や
、
参
加
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ

た
方
は
総
務
課
危
機
管
理
室
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集中
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
双
光
章

吉
賀
昭
博
さ
ん（
中
野
）

　

吉
賀
さ
ん
は
、
石
見
町
立
石
見

東
小
学
校
校
長
を
最
後
に
退
職
さ

れ
る
ま
で
、
教
員
と
し
て
41
年
に

わ
た
っ
て
教
育
振
興
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
後
は
人
権

擁
護
委
員
や
石
見
町
教
育
委
員
長

な
ど
を
歴
任
し
て
、
福
祉
や
教
育

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

全国小学生ソフトテニス大会
４年生以下ペア
　　荒砂笙真さん・栗原颯斗さん（口羽小）
５年生ペア
　　岡崎嗣乃さん・三上陽芽さん（口羽小）
６年生シングル
　　中村陸門さん（口羽小）

　３月27日～30日、東京都で開催された全国ジュ
ニアオリンピックカップ春季水泳競技大会に、口羽
小６年生の日高里彩さんが出場しました。
　３月 29日～ 31日、千葉県白子町で開催された
全国小学生ソフトテニス大会に、４年生以下ペア
に口羽小 4年生の荒砂笙真さんと栗原颯斗さんが、
５年生ペアに口羽小５年生の岡崎嗣乃さんと三上陽
芽さんが、シングルで口羽小 6年生の中村陸門さ
んが出場しました。
　3月 26日～ 28日、三重県で開催された都道府
県選抜ソフトテニス大会に羽須美中２年生の杉本啓
佑さんが島根県選抜チームで個人戦ダブルスと団体
戦に出場しました。

全国 JOC春季水泳大会
女子 11～ 12歳　50ｍバタフライ
　　日高里彩さん（口羽小）

都道府県選抜ソフトテニス大会
島根県選抜チーム
　　杉本啓佑さん（羽須美中）

左から
　岡崎さん、三上さん、荒砂さん、
　栗原さん、中村さん

日高里彩さん

杉本啓佑さん
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５月の納税
◎軽自動車税（全期）
◎国民健康保険税（第２期分）

６月の納税
　町県民税（第１期分）
　国民健康保険税（第３期分）

納期限 ５月 31日 ( 水 )

【
日
時
・
場
所
】

　

５
月
28
日（
日
）
９
時
〜

　

航
空
自
衛
隊　

美
保
基
地

　
（
鳥
取
県
境
港
市
小
篠
津
町
）

【
内
容
】

　

･

航
空
機
地
上
展
示

　

･

航
空
機
展
示
飛
行

　

･

主
要
装
備
品
展
示　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

渉
外
室
広
報
班

　

1
０
８
５
９
‐
４
５
‐
０
２
１
１

　

美
保
基
地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/asdf/

　

m
iho/

美
保
基
地
航
空
祭

【
開
設
日
】

奇
数
月
第
３
火
曜
日

　
　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

・
５
月
16
日
（火）
・
７
月
18
日
（火）

・
９
月
19
日
（火）
・
11
月
21
日
（火）

・
平
成
30
年
１
月
16
日
（火）

・
平
成
30
年
３
月
20
日
（火）

※
相
談
は
予
約
制
で
、
開
設
日
の

　

前
日
ま
で
に
予
約
が
な
い
場
合

法
務
局

登
記
相
談
所
開
設

　

土
地
、建
物
、金
銭
、交
通
事
故
、

夫
婦
、
親
子
、
相
続
な
ど
、
法
律

に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

　

相
談
希
望
者
は
、
電
話
で
の
予

約
が
必
要
で
先
着
順
に
受
け
付
け

ま
す
。

【
日
時
】

５
月
15
日（
月
）

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

【
場
所
】

　

川
本
簡
易
裁
判
所

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

川
本
簡
易
裁
判
所

　
☎
７
２
‐
０
０
４
５

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
所

　

石
見
地
方
の
歴
史
や
文
化
、
食

や
モ
ノ
づ
く
り
、
そ
し
て
人
々
の

魅
力
に
目
を
向
け
、
そ
の
ま
ち
に

暮
ら
す
人
が
組
み
立
て
る
地
域
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
め
ま
す
。

　

石
見
の
豊
か
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

地
域
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
い
わ
み
ん
」

◆
採
用
予
定
人
数　

　

①
一
般
事
務
職
員　

５
人
程
度

　

②
保
健
師　
　
　
　

３
人
程
度

◆
受
付
期
間

◎
直
接
・
郵
送
の
場
合

　

５
月
８
日（
月
）
〜

　
　
　
　

８
月
10
日（
木
）

　
　
　
　
　
（
郵
送
は
消
印
有
効
）

　

受
付
時
間

　
　

平
日　

８
時
30
分
〜
17
時

◎
し
ま
ね
電
子
申
請
の
場
合

　

５
月
８
日（
月
）
〜

　
　
　
　

８
月
10
日（
木
）

平
成
29
年
度

邑
南
町
職
員
採
用
試
験

◆
試
験
手
続
及
び
詳
細

※
試
験
案
内
及
び
申
込
用
紙
は
役

　

場
総
務
課
及
び
各
支
所
で
５
月

　

８
日（
月
）か
ら
交
付
し
ま
す

※
し
ま
ね
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を

　

利
用
す
る
場
合

　

s-kantan.com
/tow

n-　

　

ohnan-shim
ane-u/

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

邑
南
町
役
場
総
務
課 

人
事
係

　

☎
０
８
５
５
‐
９
５
‐
１
１
１
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
０

◆
受
験
資
格

①
一
般
事
務
職
員

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
者

②
保
健
師

　

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
者
で
、
保
健
師
免
許
取

　

得
者
、
ま
た
は
平
成
30
年
３
月

　

31
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
国
家
試

　

験
に
よ
り
当
該
免
許
取
得
見
込

　

み
の
者

◆
試
験
の
日
時
、
試
験
会
場

◎
第
１
次
試
験

　

９
月
17
日（
日
）　

予
定

　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

◎
第
２
次
試
験

　

10
月
29
日（
日
）　

予
定

　

邑
南
町
役
場

　

は
、
開
設
し
ま
せ
ん
。

【
場
所
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本　

会
議
室

　
（
川
本
地
方
合
同
庁
舎
１
階
）

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

　

1
０
８
５
５
‐
２
２
‐
０
９
５
９

テ
ィ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

【
月
日
】
５
月
19
日（
金
）〜

　
　
　
　
　
　

７
月
２
日（
日
）

【
場
所
】
石
見
地
方
各
所

【
募
集
人
数
、
参
加
料
】

　

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://iw
am
in.onpaku.com

/

【
申
込
締
切
】

　

開
催
日
の
３
日
前

　
　
　
（
事
前
予
約
制
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

い
わ
み
ん
実
行
委
員
会
事
務
局

（
イ
ワ
ミ
ノ
チ
カ
ラ
）

　

☎
０
８
５
５
‐
５
２
‐
７
２
１
４
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島
根
県
内
の
福
祉
事
業
所
の
人

権
確
保
及
び
福
祉
職
場
に
就
職
を

希
望
す
る
人
へ
の
支
援
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
会
場
】

　

５
月
21
日（
日
）

　
　
　
　

12
時
30
分
〜
15
時

　

い
わ
み
ー
る（
浜
田
市
）

【
内
容
】

　

事
業
所
に
よ
る
個
別
就
職
面
談

コ
ー
ナ
ー
、
就
職
支
援
機
関
等
に

よ
る
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
事
業

所
Ｐ
Ｒ
ブ
ッ
ク
の
配
布
、
福
祉
の

仕
事
説
明
コ
ー
ナ
ー

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要
、
入
退

場
・
服
装
自
由
、
年
齢
制
限
な
し

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
福
）
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
８
５
２
‐
３
２
‐
５
９
５
７

福
祉
・
保
育
の

就
職
フ
ェ
ア

３月交通事故発生状況
発生(件) 死者(人) 傷者(人)

邑智郡
３月 　0 　0 　0
前年比 　０ 　0 　０

邑南町
３月 　0 　0 　0
前年比 　０ 　0 　０

石見地域 ３月 　0 　0 　０
瑞穂地域 ３月 　0 　0 　0
羽須美地域 ３月 　0 　0 　０

「このまちとともに 100 周年」
民生委員・児童委員

◆民生委員制度創設１００周年
　毎年５月 12 日は、「民生委員・児童委員
の日」です。邑南町民生児童委員協議会では、
この日から 18日までの一週間を「民生委員・
児童委員の日」活動強化週間として、訪問活
動をしています。
　また、本年度は、民生委員制度が創設され
て 100 周年を迎えます。これからも地域の
皆さんの相談役として活動していきますの
で、どうぞお気軽にご相談ください。

◆民生委員・児童委員とは
　民生委員・児童委員は、民生委員法と児童福祉法に基づ
いて厚生労働大臣が委嘱する地域の相談役です。また、子
どもに関する支援活動を専門に担当する主任児童委員もい
ます。
　民生委員・児童委員　62人　　主任児童委員　４人

◆民生委員・児童委員の活動
①情報の収集と提供
　　地域福祉活動に欠かせないのは的確な情報です。支援
　を必要とする皆さんの実情を把握し、日常の活動に役立
　てます。
②相談支援活動
　　地域の皆さんがかかえる介護の問題、育児の不安、い
　じめや不登校、生活困窮の問題など、さまざまな悩みに
　ついて相談に応じ助言や支援を行い、１人暮らしや高齢
　者世帯の見守りなども行います。
③連携・協力の活動
　　支援を必要とする人には、福祉等のサービスを適切に
　利用するための必要な情報を提供するほか、行政や関係
　団体などとの橋渡しをします。
④地域福祉活動
　　例えば、登下校の見守りを行うなど民生委員・児童委
　員が支部や地区ごとに自治会とも連携して活動を行って
　います。

【問い合わせ先】
福祉課福祉事務所
　☎ 95-1236　IP050-5207-3010
瑞穂支所
　☎ 83-1121　IP050-5207-5000
羽須美支所
　☎ 87-0221　IP050-5207-6500

100 周年シンボルマーク

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会

社
概
要
や
採
用
計
画
な
ど
情
報
提

供
を
行
う
合
同
企
業
説
明
会
で

す
。

【
日
時
・
場
所
】

　

５
月
21
日（
日
）

　
　

12
時
〜
13
時
30
分

　
　

オ
プ
シ
ョ
ン
企
画
「
企
業
プ

　
　

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　

14
時
〜
17
時

　
　

合
同
企
業
説
明
会

　

い
わ
み
ー
る（
浜
田
市
）

【
対
象
者
】

　

平
成
30
年
３
月
、
大
学（
院
含

む
）、短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
等
の
卒
業
予
定
者
、
大

学
等
卒
業
後
３
年
以
内
の
者
お
よ

び
県
内
就
職
を
希
望
す
る
人

【
参
加
企
業
】

　

５
月
上
旬
か
ら「
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
し
ま
ね
」の
サ
イ
ト
に
順
次

掲
載
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
浜
田
ブ
ラ

ン
チ（
公
益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と

島
根
定
住
財
団
石
見
事
務
所
）

　

☎
０
１
２
０
‐
４
５
‐
４
９
７
０
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保
健
課　

1
８
３
‐
１
１
２
３　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
２

　
　

福
祉
課　

1
９
５
‐
１
１
１
５　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

　
　

羽
須
美
支
所　

1
８
７
‐
０
２
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

自分自身のために、そして家族のために

がん検診を

受けましょう！
40 歳
になったら 胃、大腸、肺、乳がん検診を !!

20 歳
になったら 子宮頸がん検診を !!

早期がんのうちに発見できるのは、たった１年～２年間です。

退治されずに
生き残った
がん細胞

健康な人でも１日 5000 個のがん細胞がで
き、体の中で毎日退治されています。しかし、
退治されずに生き残る場合があります。

１個のがん細胞が２個、２個が４個と分
裂を繰り返して大きくなります。

この大きさで
発見は難しい
（～１cm）

１cmになるには、10億個のがん細胞が必要で、
分裂の回数は 30回に相当します。

この大きさで
発見できる

この大きさが
早期がん
（１cm～２cm）

がん検診を受けるには…
　各がん検診の案内・申込書を集落保健
衛生委員を通じて、順次送りますので、
申込書が届きましたら健診の申し込みを
してください。
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島根県立
矢上高等学校 矢上高校ＮＥＷＳ

「
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
」に
参
加
し
ま
し
た

　

３
月
18
日
、
邑
南
町
健
康
セ
ン
タ
ー
元
気
館
で
「
わ
く

わ
く
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
矢

高
み
ら
い
ラ
ボ
」
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
、
木
育
ブ
ー
ス

で
木
の
お
も
ち
ゃ
を
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
ま

し
た
。

　
「
矢
高
み
ら
い
ラ
ボ
」

で
は
、
邑
南
町
が
行
っ

て
い
る
木
育
事
業
に
つ

い
て
、
自
分
た
ち
に
も

何
か
で
き
る
こ
と
が
な

い
か
考
え
、
実
践
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

沢
山
の
人
に
木
育
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
き
ま
す
。

５
月
の
行
事
予
定

12
日（
金
）
〜
15
日（
月
）　

　

中
間
テ
ス
ト

13
日（
土
）　

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

27
日（
土
）
〜
29
日（
月
）

　

野
球
石
見
地
区
大
会

　
（
大
田
市
・
川
本
町
）

⇦矢上高校ホームページQRコード
ホームページや Facebook を更新し
ています！ぜひ、ご覧ください !!

会場の様子

石見地域
地区 名前 IP 電話

井原
椿　一人 3285
野田　秀樹 3523
日高　邦男 3558

中野
藤本　利幸 3636
竹元　等 2351
柘植　秀昭 95-0556

矢上

児玉　三男 2663
新屋　信雄 2607
安原　賢二 2444
中村　信隆 2651

日貫

安本　房信 2309
大岡　正行 2080
岩井　和也 2057
山田　博之 2176

日和
山根　日吉 2110
坂根　繁樹 2268
寺本　幹雄 2292

羽須美地域
地区 名前 IP 電話

口羽

浅原　資 6658
浅原　豊文 6594
浅原　寛巳 6596
月山　茂夫 6372
月山　正幸 6372
平佐　良行 6462
福田　誠治 6646
三上　精敏 6423

阿須那

岡原　靖法 6227
加藤　幸造 6241
寺戸　岩雄 6247
松島　弘文 6122
松谷　博 5902

有
害
鳥
獣
に
関
す
る
ご
相
談
は
実
施
隊
員
へ

　

平
成
29
年
度
の
邑
南
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
を
任
命
し
ま
し
た
。

鳥
獣
の
被
害
で
お
困
り
の
方
、
防
護
対
策
や
捕
獲
を
依
頼
し
た
い
方
は
、

各
地
域
の
実
施
隊
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実施隊員名簿　（IP 電話の前に 050-5207 をつけてください。）

※個人情報の公開に同意を頂いて掲載しています。

瑞穂地域
地区 名前 IP 電話

田所

上田　昭弘 4429
大矢　勝則 4471
洲濱　正男 3975
洲濱　芳文 4848
日野　武信 4509
日向　洋行 4441

出羽 田中　幸男 5287
田中　康則 5018

高原

荒瀬　昇 83-1503
田岡　正徳 5492
日高　光義 5609
舟津　隆壮 5641
渡辺　洋介 5842

市木
岩本　秀明 4069
高崎　芳隆 85-0073
佐々木孝義 4022

鳥
獣
保
護
管
理
法

に
定
め
る

基
本
指
針が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

こ
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
29
年

４
月
１
日
か
ら
狩
猟
免
許
の
な
い

農
林
業
者
が
、
自
分
の
事
業
地
内

で
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
等

の
小
型
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
捕
獲
許
可
証
の
交
付

を
受
け
る
に
は
、
邑
南
町
が
開
催

す
る
講
習
会
を
受
講
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
交
付
を
受
け
る
ま
で

の
手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
許
可
ま
で
の
手
続
き
】

①
農
林
振
興
課
ま
た
は
各
支
所
事

　

業
部
に
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

　

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
捕
獲
講
習
会
の
日
程
等
を
記
し

　

た
案
内
文
を
送
付
し
ま
す
。

③
講
習
会
受
講
者
で
捕
獲
申
請
書

　

を
提
出
さ
れ
た
人
に
許
可
証
を

　

送
付
し
ま
す
。

【
講
習
会
日
程
】

　

平
成
29
年
５
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
振
興
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
６

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
１
１
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◆邑南町奨学金
【目的】
　経済的理由によって就学が難しい方のための学資
援助

区　　分 貸与月額

高等学校、中等教育学校後期課
程、特別支援学校高等部

国公立 １万円

私立 １万５千円

短期大学、高等専門学校、専修
学校、大学校（２年制大学と同等
の課程）

国公立 ２万円

私立 ２万５千円

大学、大学校（４年制大学と同等
の課程）

国公立 ３万円

私立 ３万５千円

大学（医学、歯学又は薬学を履修
する課程）、大学院

国公立 ４万円

私立 ５万円

【申請要件】
①高等学校以上の学校に在学していること
②就学の意思があるが、経済的理由で学資の支弁が
困難であること

③他の奨学金を受けていないこと
【申請書類】
①奨学金貸与願書　②在学証明書
③住民票（本人・保護者）
④所得証明書（平成 29年度分）
【償還条件】
　無利子。貸与完了から１年経過後に開始し、貸与期
間の２倍の期間で償還
【償還免除】
　卒業後１年以内に町内へ定住し、卒業から５年が経
過したとき全額免除
【問い合わせ先】
　学校教育課　☎８３‐１１２６
　　　　　　　IP 050-5207-5250

◆邑南町医療福祉従事者確保奨学金
【目的】
　町内の医療・福祉施設で業務に従事する意思があ
る人材の、専門資格・知識習得のための学資援助

区　　分 貸与月額

短期大学、高等専門学校、専修
学校

国公立 ５万円

私立 ６万円

大学
国公立 ６万円

私立 ８万円

大学・大学院（医学、歯学又は薬
学を履修する課程）

国公立 15万円

私立 20万円

【申請要件】
①大学・大学院で、医学・歯学・薬学を履修する課
程に在学し、医師・歯科医師・薬剤師免許を取得
見込みであること

　　もしくは、大学・短大・高等専門学校・専修学
校で、医療または福祉技術を履修する課程に在学
し、別に定める医療福祉資格を取得見込みである
こと

②①に定める免許または資格を有した後、町内医療
施設または福祉施設で免許・資格を生かした業務
に従事する意思があること

【申請書類】
①奨学金貸与願書②在学証明書
③住民票（本人・保護者）

④小論文（８００字程度）
　テーマ「邑南町の医療福祉に携わって、
　　　　　　　　　　　　　　私がやりたい事」
【償還条件】
　無利子。貸与完了から３年経過後に開始し、貸
与期間の２倍の期間で償還
【償還免除】
①免許・資格を取得した後に町内に居住し、町内
　の医療・福祉施設で免許・資格を生かした業務
　に従事した期間が貸与期間以上になったとき全
　額免除。ただし、医師等は、据置期間終了後の
　日から正規の修学年限の３倍の範囲内。
②据置期間終了後、町内に居住し、かつ医療福祉
　資格を取得した後に、償還を猶予された期間が
　４年を経過したとき一部償還免除。
【対象となる資格】
○福祉関連（精神保健福祉士・社会福祉士・介護
　福祉士・保育士）
○医療・看護関係（管理栄養士・看護師・保健師・
　助産師・診療放射線技師・臨床検査技師・臨床
　工学士・歯科衛生士・歯科技工士・理学療法士・
　作業療法士・義肢装具士・言語聴覚士・視能訓
　練士・救急救命士）
○その他（あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅ
　う師・柔道整復師）
【問い合わせ先】
　保健課　☎８３‐１１２３
　　　　　IP 050-5207-5002
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紹
介
所
は
商
工
観
光
課
内
に
あ
り
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

毎
日
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。（
土
日
祝
日
を
除
く
）

https://www.hellowork.go.jp/index.html
　最新の邑南町の求人情報はハローワークインターネットサービスをご利用ください。

人 情
ハローワーク

報求

事業所名 職　種 内　容 年齢 備　考

有限会社 寺本建設
（原村）

廃タイヤの収集・
処分

廃タイヤの収集運搬業務、廃タイ
ヤの破砕処理業務 不問 普通運転免許（４tトラック運

転経験２年以上）

土木作業員 土木・建設工事の現場において土
砂運搬や作業に従事 不問 普通自動車運転免許（AT限定

不可）

㈱トリコン（中野） 技能職 LEDの製造にかかる機械オペ
レーター 不問

㈱ツチヨシ産業（和田）技能職（中子） 工作機を用いた中子（鋳型）の製
造、出荷前検査や運搬等 不問

㈱大田鋳造所（上亀谷） 技能工（機械加工） 工作機械で大型タンカーのスク
リュー部品等の加工 不問 経験者優遇（主にNC五面加

工機）

公立邑智病院（中野）
看護アシスタント 入院患者の看護アシスタント業務

（介護・シーツ交換等） 不問 介護福祉士、ヘルパー１･２級
（あれば尚良し）

調理助手 入院患者の給食調理業務 不問 調理師免許（あれば尚良し）

医療法人徳祐会
「ケアセンター三笠他」
（上田所）

看護師・准看護師 介護老人保健施設における看護業
務 不問 看護師・准看護師免許

介護職員 介護老人保健施設で入所している
人の生活介助等 不問 介護福祉士（あれば尚良し）

株式会社 溝辺組（矢上）土木作業員 土木工事現場での一般作業、車両
の運転等 不問 普通自動車運転免許（AT限定 

不可）

産直市みずほ企業組合
（下田所）

販売員及び一般事
務

レジ業務、商品の品出し、陳列、
店内清掃、一般事務等 不問 普通自動車運転免許、パソコ

ン基本操作（ワード、エクセル）

【問い合わせ先】邑南町無料職業紹介所 1 95－2565（商工観光課内）　IP 050-5207-3020

邑
南
町
無
料
職
業
紹
介
所

　 

求
人
情
報

邑南町の奨学金制度

奨学生募集
平成 29年度から一部制度改正しました。
詳細は各担当課へお問い合わせください。
　邑南町には、３つの奨学金制度があります。
　それぞれ特色ある奨学金制度ですので、進路
にあったものを選んで、ぜひご活用ください。

●募集開始　５月１日（月）　　●応募締切　６月９日（金）　併願可能（併用不可）

●申請要件　本人または保護者が町内在住であること　（他、下記参照）

◆邑南町農林業後継者育成奨学金
【目的】
　町内の農林業
振興に資する人
材を育成するた
めの学資援助

【申請要件】
①大学もしくは専修学校、農林大学校などで、農林業
に関する知識及び技術を履修する課程に在学して
いること

②①に定める学校卒業後、町内で農林業に従事する意
思があること

【申請書類】
①奨学金貸与願書　②在学証明書
③住民票（本人・保護者）　
④小論文（８００字程度）
　テーマ「私が考える将来の邑南町の農林業」
【償還条件】
　無利子。貸与完了から１年経過後に開始し、貸
与期間の２倍の期間で償還
【償還免除】
　卒業後１年以内に町内へ定住し、農林業に従事
して卒業から５年が経過したとき半額～全額免除
【問い合わせ先】
　農林振興課　☎９５‐１１１６
　　　　　　　IP 050-5207-3011

区　　分 貸与月額
短期大学、専修
学校、農業者研
修教育施設

国公立 ５万円
私立 ６万円

大学、大学院
国公立 ６万円
私立 ８万円
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
年
金
事
務
所　

1
０
８
５
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‐
２
２
‐
０
６
７
０

町　

民　

課 

1
９
５
‐
１
１
１
４　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

瑞 

穂 

支 

所  

1
８
３
‐
１
１
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
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1
８
７
‐
０
２
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

新たに年金を
受け取れる方が増えます。

資格期間が 10年以上となれば年金を受け取れるようになりました。

◆これまで 必要な期間 25年

資格期間 15年の人 受け取れない。

◆平成 29年
　８月１日から

必要な期間 10年に短縮！

資格期間15年の人 受け取れるようになった！

「資格期間」とは？
●国民年金の保険料を納めた期間や免除された期間
●サラリーマンの期間（船員保険を含む厚生年金保
　険や共済組合等の加入期間）
●年金制度に加入していなくても資格期間に加える
　ことができる期間

　これらの期間を合計したものが「資格期間」です。
　資格期間が 10 年（120 月）以上あると、年金を
受け取ることが出来ます。

対象となる方は手続きが必要です。

　年金の額は、納付した期間に
応じて決まります。
　40年間保険料を納付された
人は、満額を受け取れます。
（10 年間の納付では、受け取
る年金額は概ねその４分の１に
なります。）

　新たに年金を受けとれるようになる資格期間が、
10年以上 25年未満の人には、日本年金機構より
年金請求書が郵送されます。

　ご不明な点や年金事務所への相談の予約は
　「ねんきんダイヤル」へ
　　　☎０５７０－０５－１１６５
　０５０で始まる電話でおかけになる場合は
　　　☎ 03-6700-1165

※※注意※※
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「応仁の乱」…呉座勇一　中央公論社
「回帰」…今野敏　幻冬舎
「青い服の女」…平岩弓枝　文藝春秋
「北斎まんだら」…梶ようこ　講談社
「みんなの学校水から学ぶ子の育て方」…木村泰子
「ちいさい農業で稼ぐコツ」…西田栄喜　農文協

　インターネット、携帯電話から検
索・予約ができます。
　右のＱＲコードから携帯サイトへ
アクセスできます。

新 刊 案 内

「新しい」は土地言葉で「にいな」といいます。
にいな本を紹介します。

新刊から「図書館司書のおすすめ」
「さかなクンの一魚一会―まいにち夢中な人生」

さかなクン　講談社
　さかなの帽子をかぶり、テレビ、雑誌で人気のさ
かなクンの自叙伝です。妖怪が好き、タコが好き、
そして魚が大好きだった少年は
どうやって自分の夢をかなえた
のでしょう。その陰には、我が
子の可能性を信じ、とことん応
援し、見守ってくれるお母さん
の存在がありました。ルビがつ
いていますので、親子で読んで
いただきたい一冊です。

図書館だより
図書館本館☎ 83-1760　IP050-5207-4600
羽須美分館☎ 88-0001　IP050-5207-6000
石 見 分 館☎ 95-1044　IP050-5207-2400

こんな本があります！！

「瑞穂の方言」　
　木之下喜人（平成 14年出版）

　故木之下喜人さん（下田所）が自
己出版した本で、土地言葉の魅力
を伝えてくれる１冊です。品川始
（下亀谷）さんの絵を見て、会話文
を読めば思わず笑ってしまいます。
　一部ですが、声に出して読んでみてください。
　「みんなまめにゃあ、あるかな」
　「まめになあのよ、おお雪ゃふるし、大かぜょ
　うひくし、くすりゅう、もらいい、出よう思う
　ても大雪で、でらりゃあせんし、置き薬ばっか
　りのんどったが、はあ、かなわんけえ医者さん
　いって、薬なっと貰おう思うて、とうとう出て
　きたんよ」
　戦争から帰ってこられた木之下さんにとって、
故郷の方言はまるで因幡の白兎が蒲の穂でつつま
れたようだったと書かれています。現在、土地言
葉は消えつつあります。これからも大事に残して
いきたい本です。

こんな品種が向いています
花 野  菜

品 種 アサガオ ルコウソウ ゴーヤ つるむらさき

種まき
時期 4 ～ 5月 4～ 6月 5月 5～ 6月

開花・収穫
時期 8 ～ 11月 7～ 10月 7～ 10月 7～ 10月

室温は３℃から６℃
程度低くなります

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

『
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
』

　

こ
こ
数
年
、
夏
に
な
る
と
猛
暑

日（
35
度
以
上
の
日
）が
続
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
暑
さ
対
策
に
簾
を

使
っ
て
い
る
ご
家
庭
を
よ
く
見
か

け
ま
す
が
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

で
暑
さ
を
し
の
い
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
効
果

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、
つ
る

性
の
植
物
を
陽
の
当
た
る
窓
の
外

に
は
わ
せ
て
作
る
自
然
の
カ
ー
テ

ン
で
す
。
植
物
で
日
差
し
を
和
ら

げ
る
だ
け
で
な
く
、
室
温
の
上
昇

を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
植
物
の
葉
か
ら
水
分
が
蒸

散（
じ
ょ
う
さ
ん
）さ
れ
、
周
り
の

熱
を
奪
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

エ
ア
コ
ン
等
の
電
気
代
の
節
約

は
も
ち
ろ
ん
、
植
物
を
育
て
る
楽

し
み
、
目
に
や
さ
し
い
緑
の
効
用

な
ど
効
果
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
の
夏
、
皆
さ
ん
も
ご
家
庭
や

職
場
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

邑
南
町
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
協
議
会（
役
場
町
民
課
内
）

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６



26広報おおなん 2017. ４

広
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平
成
29
年
 ４
月
15
日
発
行

■
発
行
/邑
南
町
役
場
　
■
企
画
・
編
集
/総
務
課
　
■
印
刷
/柏
村
印
刷

〒
696-0192　

島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町
矢
上
6000

番
地
　
1
 0855-95-1111

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】 http://w

w
w
.tow

n.ohnan.lg.jp/

人口の動き
（平成29年４月１日）

前月比 前　年
同月比

　男　／ 5,263 人 ‐ 45 -65
　女　／ 5,829 人 ‐ 48 -108
　計　／ 11,092人 ‐ 93 -173
世帯数／ 4,981 世帯 ‐ 32 -30

　　　　　高齢者比率 43.2％

※住民基本台帳人口（外国人含む）を使用しています。

　

４
月
号
の
表
紙
に
桜
を
載
せ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
開
花
が
遅
く
間
に
合
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
花
の
見
ご

ろ
も
過
ぎ
、
新
緑
が
芽
吹
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
さ
と
し
）

　

い
よ
い
よ
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

年
度
も
広
報
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
昨
年
度
に
行
っ
た
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
皆
様
の
広
報
に
対
す
る
貴
重
な
ご
意
見
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
あ
た
た
か
い
お
言
葉
・
厳
し
い

ご
指
摘
を
い
た
だ
き
と
て
も
励
み
に
な
り
ま

し
た
。
町
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い
情
報
を
お

伝
え
で
き
る
広
報
お
お
な
ん
を
目
指
し
て
、

常
に
改
善
を
続
け
ま
す
。（
は
る
か
）

※広報おおなんは、環境にやさしい植物油インク
と再生紙を使用しています。

ご
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

防
犯
カ
メ
ラ
一
式
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

瑞
穂
ラ
イ
オ
ン
ズ

　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
　
様

　

防
犯
灯
12
灯
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

瑞
穂
工
業（
株
）　
様

　４月６日、邑南町役場で交通安全メッセージ伝達式
が行われました。川本警察署長から町長へのメッセー
ジ伝達のほか、邑南町老人クラブ連合会と交通安全母
の会が事故の防止や飲酒運転根絶などの決意表明を行
いました。また、いわみ西保育所の園児 24人も参加
し、「交通ルールをみんなで守ります。」と誓いの言葉
を元気に述べました。

交 通安全メッセージ伝達式
交通ルールを守って事故のない邑南町

母の会代表の決意表明

誓いのことばを述べる園児


